
一
時
評
一

「
臨
教
審
」
中
間
答
申
と
局
等
教
育

序

近
世
以
降
、
世
界
の
歴
史
を
た
ど
る
と
、
ル
ネ
サ
ン
ス
、
市
民
革
命
、
産
業

革
命
時
に
大
き
な
変
枯
を
兒
た
が
、
-
 
0
0
年
後
の
歴
史
家
は
る
世
紀
末
の

現
状
を
も
う
一
つ
の
変
推
の
時
代
で
あ
っ
た
と
位
置
つ
け
る
で
あ
ろ
う
。
何
故

な
ら
、
宇
{
山
開
発
や
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
航
、
乢
機
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
コ
ン

ピ
ユ
ー
タ
ー
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
延
象
微
さ
れ
る
科
〕
裟
術
の
兆
穫
、

過
去
の
郡
俳
や
鉄
砲
や
印
鼎
の
兆
明
に
匹
敵
し
、
時
に
は
そ
れ
ら
を
陵
超

す
る
歴
史
変
革
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
内
包
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
時
代
に
、
世
界
の
各
梨
田
政
の
折
要
硲
と
し
て
、
白
国
の

教
育
改
秘
積
極
的
に
取
り
紀
ん
で
い
る
の
は
、
岡
際
冏
の
政
治
・
絲
済
・
軍

亊
の
競
争
が
激
化
し
、
一
圏
の
而
生
荏
が
教
育
水
凖
に
よ
っ
て
彬
¥
」
受

け
る
と
い
っ
六
現
'
張
あ
り
、
ま
た
教
育
に
対
す
る
社
会
や
岡
家
の
需
愛
が
則

大
し
て
、
巾
等
・
瓢
薮
育
松
大
し
た
こ
と
や
、
人
材
開
窕
政
策
の
必
要
性

が
増
大
し
、
と
り
わ
け
先
端
精
の
開
発
と
企
業
化
に
大
量
の
川
度
な
研
究
老

や
技
術
者
を
必
要
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
各
国
は
籾
等
・
中
簾
育
、
特

訴
等
教
育
の
X
,
.
が
夬
ヒ
最
大
の
技
術
焼
の
時
代
を
乗
り
切
り
、
ニ

紀
に
向
け
て
新
し
い
展
鼎
を
功
り
開
く
た
め
に
極
め
て
吸
要
で
あ
る
と
群
す

る
か
ら
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
西
ド
イ
ツ
、
ソ
連
な

ど
の
先
進
諸
国
が
い
ち
早
く
教
育
改
だ
取
り
組
ん
だ
牛
」
祭
に
は
、
上
述
の
よ

う
な
N
由
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
田
々
に
共
通
し
て
い
え
る
こ
と
は
、
改
革
の
一

つ
の
強
開
皇
英
才
教
育
に
置
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

井
上
勝
也

近
代
同
家
と
し
て
の
我
田
の
塾
」
改
荏
、
明
禽
(
一
八
七
こ
年
三

月
、
「
学
制
取
凋
掛
」
が
如
譜
さ
れ
、
詞
五
年
八
打
、
「
学
制
を
発
布
し
九
の

が
最
初
で
あ
る
。
二
番
日
の
大
き
な
教
育
改
革
は
大
正
六
(
一
九
一
七
)
年
九

Lブ

月
、
「
臨
時
教
育
<
声
が
設
置
さ
れ
、
内
閣
鈴
大
臣
の
簡
機
関
と
し
て
、

将
以
降
の
教
育
休
制
を
再
検
討
し
、
我
国
倫
柴
構
造
の
急
速
な
変
化
に
即

応
し
、
第
一
次
大
戦
↑
州
後
の
新
し
い
F
際
恬
勢
な
ど
、
内
外
の
状
況
変
化
に
対

応
す
る
教
育
方
針
の
策
定
を
意
図
し
た
。
そ
れ
は
敗
穩
至
る
ま
で
の
我
国
の

公
教
育
体
制
の
毎
を
示
し
た
卓
大
き
な
術
を
果
た
し
た
。
三
番
目
は
敗
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戦
而
後
の
一
連
の
教
育
改
革
で
あ
る
。
昭
和
一
.
一
(
一
九
四
六
)
年
八
月
、

「
教
育
刷
新
雲
凡
会
L
(
後
に
「
教
育
鼎
来
議
公
」
と
改
称
)
が
勝
さ
れ
、

内
開
玲
大
臣
の
所
情
の
も
と
に
教
育
改
陀
関
す
る
m
愛
卓
項
の
界
、
・
蒋

議
を
行
う
こ
と
を
口
的
と
し
た
。
木
要
メ
ン
バ
ー
が
教
育
関
係
名
に
よ
っ
て
占

め
ら
れ
て
い
る
こ
の
委
n
会
は
、
単
に
諮
問
蛋
に
つ
い
て
答
申
す
る
だ
け
で

な
く
、
独
月
の
判
断
で
重
要
問
題
を
玲
大
臣
に
建
議
し
、
そ
の
突
施
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
九
。
委
n
会
は
ア
メ
リ
カ
教
育
使
節
団
縦
告
仕
罵
某
本
線
と

し
、
連
合
風
総
司
令
部
の
指
示
を
受
け
な
が
ら
も
、
m
に
そ
れ
ら
の
意
向
に
沿

う
だ
け
で
な
く
、
ホ
体
的
な
教
*
U
改
聖
、
進
め
た
。
即
ち
、
戦
前
・
戦
中
の
極

端
な
国
家
干
峩
、
軍
里
峩
教
育
を
厳
し
く
衡
し
、
条
主
甫
な
教
育
卯

念
と
制
度
の
酷
に
努
力
し
、
唯
線
刑
学
校
教
育
制
座
や
男
女
廿
<
学
、
教
育
栞

木
法
、
寝
教
育
法
の
公
布
索
め
、
教
育
行
政
の
在
り
方
を
一
新
し
た
教
育

委
1
会
法
な
ど
、
数
々
の
共
本
的
な
法
律
を
公
布
し
、
革
新
的
な
教
厶
品
段
を

実
施
し
た
。
戦
後
の
民
宅
卞
義
的
教
育
收
革
を
方
向
づ
け
た
役
制
は
大
き
い
も

の
が
あ
る
。
昭
和
二
七
(
一
九
吾
)
年
、
「
教
育
刷
析
辯
築
ご
の
あ
と
を

受
け
て
、
文
部
大
臣
の
簡
機
関
と
し
て
「
巾
央
教
育
{
驫
会
L
(
「
中
教
宗
」
)

が
経
さ
れ
九
。
以
後
三
0
午
以
上
に
わ
九
っ
て
教
育
、

学
術
、

文
化
に
関
す

る
爪
要
問
題
植
つ
い
て
の
諮
問
に
対
し
て
答
申
・
建
議
し
て
き
た
が
、
な
か
で

も
昭
和
四
六
年
(
一
九
ヒ
一
)
年
に
符
申
し
た
「
今
後
に
お
け
る
学
校
教
育
の

総
合
的
な
拡
允
藥
備
の
た
め
の
栞
本
施
穩
つ
い
て
し
は
そ
の
後
の
初
等

1

.

d

等
・
稾
薮
育
の
改
革
に
つ
い
て
、
と
り
わ
け
今
回
の
教
行
故
革
の
ば
木
榊
想

を
示
し
九
も
の
と
し
て
禾
馨
意
眛
を
も
つ
。

戦
後
叫
0
年
の
歴
史
を
六
ど
る
と
、
我
田
が
大
き
く
飛
蹄
す
る
の
は
昭
和

五
(
一
九
六
0
)
年
以
降
で
あ
り
、
池
田
内
開
舜
N
砧
の
も
と
で
、
我

岡
の
経
済
縛
農
長
し
、
昭
和
四
.
(
一
九
六
八
)
年
に
は
早
く
も
G
N
P

が
ア
メ
リ
カ
に
次
ぎ
世
界
第
二
位
に
羅
、
年
々
需
成
長
張
一
 
0
%
急

え
る
勢
い
で
あ
っ
九
。
し
か
る
化
昭
和
四
八
(
一
九
七
一
こ
年
の
オ
イ
ル
・
シ

"
ツ
ク
で
我
国
の
社
会
・
誹
は
混
乱
し
、
以
後
低
経
済
成
長
期
に
突
入
し

絲
済
の
成
長
、
所
得
の
欝
は
、
人
問
や
社
会
を
経
滂
的
に
瞥
か
に
し
、

0

、
に教
介
案
的
拡
大
を
も
た
ら
し
た
が
J
雁
偏
玉
の
社
公
的
風
潮
を
も
助
長
し

九
。
こ
の
よ
う
な
絲
済
的
業
さ
と
急
激
な
低
絲
済
時
代
の
社
会
的
混
乱
は
、

叱
U
少
年
非
行
や
校
内
暴
力
の
原
囚
と
な
り
、
叢
競
羊
、
学
歴
偏
電
、
豐
校
拒

不
1
 
お
ち
こ
ぽ
れ
、
鯉
佃
信
仰
、
い
じ
め
、
と
い
っ
た
教
育
の
荒
廃
現
象
を

剥
き
起
こ
し
、
そ
れ
ら
は
深
刻
な
教
育
問
鋤
に
と
ど
ま
ら
ず
、
社
会
・
政
治
問

題
に
も
兆
展
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
中
曾
根
首
相
は
昭
和
万
九
(
一
九
八
内
)
年
、

戦
後
政
治
の
総
磯
の
一
環
と
し
て
、
戦
後
教
育
の
全
面
的
見
直
し
を
は
か

り
、
一
工
世
紀
に
向
け
て
の
教
吉
改
革
に
と
り
組
む
た
め
に
、
「
臨
時
教
育
審

議
会
」
を
内
開
.
瑞
の
機
関
と
し
て
発
足
さ
せ
九
。
メ
ン
バ
ー
に
教
育
関
係
者

の
極
め
て
少
な
い
こ
の
宗
礒
会
は
同
午
九
刀
、
第
一
回
総
公
を
開
き
、
一
力
年

の
予
定
で
聨
議
を
開
始
し
六
。
兆
足
以
来
既
に
示
近
い
日
時
を
経
過
し
、
そし

の
閥
二
回
の
巾
開
答
中
が
出
さ
れ
て
い
る
。
第
一
次
符
申
は
昭
和
大
0
 
(
一

ブ

八
五
)
価
六
打
に
出
さ
れ
、
<
「
次
教
育
改
羊
に
お
い
て
最
も
玉
要
な
こ
と
は

「
こ
れ
ま
で
の
我
が
岡
の
教
台
の
根
深
い
病
弊
で
あ
る
画
一
件
、
硬
偵
性
、
閉

鎖
性
、
非
岡
際
性
を
打
破
し
て
、
例
人
の
翰
厳
、
佃
性
の
凶
埀
、
自
由
、
白

往
、
内
己
"
只
任
の
原
則
、
す
な
わ
ち
仙
性
市
視
の
原
則
を
硴
稔
す
る
こ
と
で
あ

る
。
し
と
述
べ
、
最
初
に
こ
れ
ま
で
の
我
圈
の
教
育
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
合

Π
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せ
て
今
回
の
教
育
改
革
の
最
恐
を
側
性
尊
重
に
お
く
こ
と
を
明
記
し
て
い

る
。
教
育
改
苦
第
一
.
の
祝
復
「
時
代
は
三
世
紀
に
向
け
て
、
真
の
国
際

化
へ
の
転
換
、
惰
報
中
心
の
文
明
へ
の
転
換
、
さ
ら
に
人
生
五
0
年
型
か
ら
八

0
年
型
社
会
へ
の
転
換
の
時
期
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
。
一
三
世
紀
科
学
技
術

文
明
は
、
改
め
て
人
閻
の
生
き
方
を
問
い
偵
し
、
人
開
性
の
回
復
を
強
く
求
め

る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
教
育
も
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
時
代
の
要
請
に
こ
た

え
る
必
要
が
あ
る
。
」
と
ぅ
た
い
、
三
世
紀
に
向
け
て
の
国
際
化
、
恬
報
化
へ

の
対
応
、
生
輩
習
体
系
へ
の
移
行
、
科
学
技
術
の
発
達
、
教
育
環
境
の
人
間

化
を
教
育
改
革
の
基
本
的
な
考
え
方
の
根
底
に
す
え
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
視
点
に
立
っ
て
、
三
年
間
に
検
討
す
べ
き
重
要
綴
を
次
の

よ
う
に
設
定
し
た
。
ω
三
世
紀
に
向
け
て
の
教
育
の
基
本
的
な
在
り
方
1
教

育
の
目
標
、
教
育
の
歴
史
と
現
状
の
分
析
、
教
育
の
犬
来
展
望
、
②
生
涯
学
習

の
組
織
化
、
体
系
化
と
学
歴
社
会
の
弊
害
の
是
正
、
綱
等
教
育
の
高
度
化
・

佰
性
化
1
一
琴
教
育
機
関
の
多
様
化
、
伯
性
化
、
学
術
研
究
の
在
り
方
と
大
学

院
、
一
鼎
教
育
機
関
の
組
織
の
器
、
④
初
等
・
中
等
教
育
の
充
実
、
多
様

化
、
⑤
教
育
の
資
質
向
上
、
⑥
国
際
化
へ
の
対
応
、
⑦
情
報
化
へ
の
対
応
、

8(

教
育
行
財
政
の
吊
し
。

第
一
次
答
申
は
当
面
の
具
体
的
な
改
革
提
案
と
し
て
、
①
学
歴
社
会
の
弊
害

の
是
正
策
、
と
②
受
笈
争
過
熱
の
是
正
策
を
挙
げ
、
と
り
わ
け
後
者
に
対
し

て
具
体
的
に
①
共
通
一
次
試
験
に
代
え
て
、
国
公
私
立
を
通
し
て
利
用
で
き
る

「
共
通
テ
ス
ト
」
を
創
設
す
る
こ
と
、
②
修
業
年
限
三
年
以
上
の
一
鼎
専
修
学

校
の
卒
業
生
に
対
し
大
学
入
学
資
格
を
付
与
す
る
こ
と
、
響
年
期
の
教
育
を

一
貫
し
て
お
こ
な
い
、
牛
徒
の
個
性
の
伸
長
を
図
る
こ
と
を
目
指
す
六
年
制
中

等
学
校
を
設
置
す
る
こ
と
、
④
単
位
の
累
積
加
算
に
よ
り
卒
業
資
格
の
認
定
を

行
う
単
位
制
稟
革
校
を
設
置
す
る
こ
と
、
の
四
点
を
提
案
し
て
い
る
。

第
次
答
申
は
昭
和
六
一
(
一
九
八
さ
年
四
月
に
出
さ
れ
九
。
答
申
は
我

国
の
鞍
中
心
の
教
育
休
系
が
肥
大
化
し
、
そ
の
結
果
閉
鎖
的
、
画
一
的
、
管

理
的
な
教
育
や
受
験
競
争
の
鴛
、
麗
偏
雲
ど
の
教
育
荒
廃
を
生
ん
だ
と

の
認
識
の
も
と
に
、
教
育
体
系
を
学
校
、
家
庭
、
社
会
の
枠
組
み
を
越
え
て

「
生
涯
Y
習
体
系
」
に
移
行
し
、
新
し
い
柔
軟
な
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成

す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
そ
し
て
総
論
と
し
て
、
「
教
育
基
本
法
の
精
神
を
わ

甜
の
教
育
士
壌
に
さ
ら
に
深
く
根
付
か
せ
、
三
世
紀
に
向
け
て
こ
の
精
神

を
創
詩
に
継
承
、
発
展
さ
せ
、
実
践
的
に
具
体
化
し
て
い
く
こ
と
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
し
と
強
調
し
て
い
る
。
答
申
は
こ
の
よ
う
に
教
育
基
本
法
尊
重

の
立
場
を
明
他
し
た
上
で
、
三
世
紀
に
向
け
た
教
育
目
標
と
し
て
、
①
ひ

ろ
い
心
、
す
こ
や
か
な
体
、
ゆ
た
か
な
創
造
力
、
②
自
由
・
自
律
と
公
共
の
精

神
、
御
世
界
の
中
の
日
本
人
、
を
掲
げ
て
い
る
。

第
二
次
答
申
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
我
々
に
と
っ
て
関
心
の
深
い
高
等
教
育

に
焦
室
し
ぽ
っ
て
紹
介
し
た
い
。
縢
教
審
の
中
で
高
等
教
育
問
題
を
担
当
す

る
第
四
部
会
は
、
他
の
部
会
と
異
な
り
大
学
経
営
の
専
門
家
が
多
く
、
現
在
高

等
教
育
が
直
面
し
て
い
る
問
題
の
殆
ん
ど
す
べ
て
を
取
り
挙
げ
て
い
る
。
九
名

の
メ
ン
バ
ー
(
委
、
円
、
専
門
委
r
釜
)
の
発
想
は
全
体
と
し
て
ア
メ
リ
カ
型

の
大
学
像
を
改
革
の
国
標
に
お
い
て
お
り
、
大
学
問
に
自
由
競
争
の
原
抑
を
導

入
し
て
、
各
大
学
の
特
色
、
個
性
を
発
押
し
易
い
よ
う
に
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
大
学
の
活
性
化
を
は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
メ
ン
バ
ー
の
考
え
る

ア
メ
リ
カ
器
大
学
像
と
は
、
ア
メ
リ
カ
の
伝
統
的
な
り
べ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
.

カ
レ
ッ
ジ
を
中
心
と
す
る
大
学
像
で
は
な
く
、
州
立
大
学
や
大
規
模
私
立
大
学

に
見
ら
れ
る
大
学
院
重
視
の
大
学
像
で
あ
る
。
そ
れ
は
ハ
イ
・
テ
ク
時
代
を
見
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す
え
て
、
後
述
の
よ
う
な
大
学
院
の
器
、
充
孝
大
学
改
革
の
大
き
な
杠
に

す
え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
郡
学
き
よ
う
。

そ
れ
で
は
鼎
教
育
の
部
で
は
、
ま
ず
第
に
「
高
等
教
育
の
改
誓
〕
希

研
究
の
振
興
」
と
い
う
「
章
」
見
出
し
の
も
と
に
、
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る

教
育
・
研
究
が
三
世
紀
に
向
け
て
人
材
の
養
成
、
学
俳
究
の
創
造
と
共
に

生
涯
学
習
の
場
と
し
て
玉
要
な
術
を
果
た
す
、
と
強
羽
し
て
い
る
。
第
二
に

戦
後
四
0
年
の
将
大
学
は
閉
鎖
的
で
あ
り
、
機
能
の
硬
適
化
、
社
会
的
器

へ
の
応
答
の
不
十
分
さ
、
量
的
拡
大
、
教
育
・
研
究
の
内
容
や
質
に
欠
け
る
傾

向
が
あ
る
が
、
一
尋
教
育
の
改
革
縛
儒
等
教
育
機
関
の
自
主
性
に
お
い
て

取
り
組
む
べ
き
綴
で
あ
る
、
と
指
摘
す
る
。

次
に
「
一
鼎
教
育
の
仰
性
化
L
侵
化
L
 
と
い
う
「
飾
」
見
出
し
の
も
と
に

多
く
の
具
体
的
提
言
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
大
学
教
育
の
充
実
と
個
性
化

の
た
め
に
、
ω
一
般
教
育
は
大
学
教
育
に
お
け
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
位
置

1

づ
け
、
一
般
教
育
と
専
門
教
育
を
相
対
立
す
る
も
の
と
把
え
る
通
念
を
打
破

し
、
両
者
を
密
接
に
製
つ
け
、
学
部
教
育
と
し
て
の
整
合
性
を
図
る
こ
と
、

専
門
教
育
の
質
の
岐
善
は
大
学
改
革
の
重
要
な
焦
皇
あ
る
こ
と
、
教
育
・
研

究
組
織
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
旧
来
の
襟
、
学
科
、
羅
、
講
癖
の
枠
組

に
と
ら
わ
れ
な
い
弾
力
的
な
措
置
を
考
慮
す
べ
き
こ
と
、
教
育
方
法
に
つ
い
て

は
、
鷲
、
需
方
式
の
導
入
、
実
験
、
実
習
等
の
多
様
化
を
は
か
り
、
ニ
ユ

メ
デ
ィ
ア
の
活
用
な
ど
各
大
学
の
特
色
を
生
か
し
た
教
育
方
法
を
開
発
す

1
 
●

る
必
要
が
あ
る
こ
と
。
②
単
位
の
在
り
方
を
再
検
討
し
、
学
期
や
学
年
の
取
り

扱
い
を
弾
力
化
す
る
こ
と
、
原
則
と
し
て
二
学
期
制
を
採
用
し
、
学
期
ご
と
に

授
業
を
集
中
し
完
結
さ
せ
て
、
皆
効
果
を
上
げ
る
と
共
に
、
秋
学
期
に
入
学

の
道
を
開
く
こ
と
、
学
部
三
年
次
か
ら
の
大
学
院
へ
の
進
学
を
検
討
す
る
こ

と
、
編
入
、
転
学
、
転
学
部
の
可
能
性
を
拡
大
す
る
こ
と
。
③
大
学
入
学
資
格

に
つ
い
て
、
自
由
化
、
弾
力
化
の
方
向
に
沿
っ
て
検
討
す
る
こ
と
。
以
上
の
諸

改
革
を
実
現
す
る
た
め
に
、
「
大
学
設
置
規
準
」
の
根
本
的
見
直
し
を
は
か
り
、

そ
の
大
綱
化
、
簡
素
化
を
進
め
ね
ぱ
な
ら
な
い
、
と
い
う
。

次
に
「
大
学
院
の
飛
躍
的
充
実
と
繋
」
の
小
見
出
し
の
も
と
で
、
「
大
学

院
の
飛
彬
充
実
と
改
革
は
緊
聾
の
課
題
で
あ
る
し
と
明
記
し
、
今
後
高
度
か

つ
創
造
的
な
教
育
・
研
究
の
場
と
し
て
の
大
学
院
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い

る
。
即
ち
近
年
の
学
術
研
究
の
飛
躍
的
発
展
の
中
で
創
造
性
豊
か
な
研
究
者
の

育
成
が
急
務
で
あ
り
、
先
端
的
科
学
技
術
分
野
で
の
高
度
な
専
門
職
業
人
の
需

要
が
増
大
し
て
い
る
、
今
後
大
学
院
の
質
・
量
の
両
面
に
わ
九
る
整
備
が
必
要

で
あ
る
、
と
結
ん
で
い
る
。

次
に
「
学
術
研
究
の
積
極
的
振
興
」
と
い
う
「
節
」
見
出
し
の
も
と
で
は
、

学
術
研
究
の
質
の
高
度
化
を
は
か
り
、
ま
ず
国
俗
評
価
に
耐
え
う
る
基
礎
的

な
学
術
の
振
興
は
今
後
我
国
の
相
う
最
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
我
国
の
高
等

教
育
が
国
際
人
の
育
成
に
努
め
る
と
共
に
、
教
育
・
研
究
の
在
り
方
や
制
度
面

で
国
際
的
な
通
用
性
、
一
父
流
性
、
開
放
性
を
備
え
る
こ
と
は
国
際
交
流
を
深
め

る
上
で
基
盤
を
な
す
も
の
で
あ
る
、
と
し
、
ま
九
「
大
学
と
社
会
の
連
携
の
強

化
」
の
小
見
出
し
の
も
と
で
は
、
大
学
は
今
日
社
会
の
知
識
化
が
高
ま
る
状
況

の
も
と
で
、
帯
研
究
上
の
産
・
官
・
学
の
協
力
に
対
す
る
要
穂
は
一
段
と

強
い
も
の
が
あ
る
、
と
述
べ
、
産
・
学
協
同
、
大
学
と
社
会
の
連
携
の
強
化
を

求
め
て
い
る
。

最
後
に
、
我
国
の
高
等
教
育
の
在
り
方
を
基
本
的
に
審
談
し
、
大
学
に
必
要

な
助
言
や
援
助
を
提
供
し
、
文
部
大
臣
に
対
す
る
勧
告
権
を
も
つ
恒
常
的
な
機

関
と
し
て
「
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
・
カ
ウ
ン
シ
ル
L
 
(
大
学
審
議
会
1
仮
称
)
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の
創
設
を
提
言
し
て
い
る
。

以
上
が
第
一
次
、
第
二
次
答
申
の
骨
子
で
あ
り
、
と
く
に
第
二
次
答
申
は
基

本
答
申
的
性
格
が
強
い
た
め
、
残
さ
れ
た
一
年
の
審
議
の
結
果
出
さ
れ
る
最
終

答
申
は
、
ほ
ぼ
こ
れ
ら
の
答
申
の
延
長
線
上
に
あ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

我
国
は
、
戦
後
四
0
年
、
一
六
七
の
国
家
、
五
0
億
の
人
口
を
擁
す
る
地
球

上
で
、
国
際
競
争
力
世
界
第
一
位
、
国
民
総
生
堕
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
次
ぐ

第
二
位
を
占
め
、
世
界
の
総
告
の
お
よ
そ
一
0
%
を
一
国
で
生
産
す
る
経
済

大
国
に
成
長
し
た
。
こ
の
よ
う
な
成
果
を
達
成
せ
し
め
た
も
の
は
、
日
本
人
の

模
倣
型
、
追
い
つ
竜
の
岡
民
性
に
依
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
資
源
小
国
で
人

口
大
国
で
あ
る
我
果
現
在
の
地
位
を
獲
得
し
た
の
は
、
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
輸
人
し
て
、
製
品
に
加
工
し
、
輸
出
す
る
加
工
貿
易
の
拡
大
に
よ
っ
て
で
あ

つ
九
。
し
か
る
に
現
在
、
我
国
は
国
際
綱
覆
の
黒
に
立
っ
て
、
「
貿
易

立
国
」
か
ら
「
技
術
寸
国
に
産
業
構
造
の
変
革
を
進
め
て
い
る
。
何
故
な
ら

ぱ
、
我
が
国
の
工
業
製
品
の
岡
鷺
争
力
の
強
さ
を
盾
に
、
自
由
牙
原
N
を

か
か
げ
て
風
際
市
坐
今
後
も
倒
い
つ
づ
け
る
こ
と
は
益
々
貿
易
摩
擦
を
激
化

さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
従
っ
て
「
貿
易
商
」
と
し
て
の
限
界
を
克
服
す
る
新

し
い
路
綵
と
し
て
「
幕
歯
」
を
掲
げ
、
一
三
世
紀
に
向
け
て
飛
躍
す
る
こ

と
に
国
家
の
命
運
を
か
け
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
技
翌
国

と
し
て
、
一
九
八
0
年
代
の
先
端
技
術
分
野
1
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
惰
帳
通
仁
、

航
空
宇
宙
科
N
高
 
1
を
育
成
・
強
化
す
る
と
共
に
、
九
0
年
代
に
突
用
化
が

進
む
で
あ
ろ
う
一
連
の
技
術
発
1
ω
新
材
料
(
フ
ァ
イ
ン
・
セ
ラ
ミ
ッ
ク

ス
、
」
品
機
能
忰
高
分
子
材
料
、
高
性
能
合
企
)
、
②
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
(
細

胞
大
里
培
養
技
術
、
遺
仏
十
組
換
え
利
用
技
術
な
ど
)
、
囲
新
機
張
十
(
超
格

子
素
子
、
三
次
元
回
路
素
子
、
耐
環
境
強
化
素
子
な
ど
)
を
強
力
に
押
し
進
め

る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
が
た
め
に
は
是
非
と
も
教
育
の
高
度
化
、
国
際
化
が
不

可
欠
に
な
っ
て
き
九
の
で
あ
る
。

我
国
の
長
い
歴
史
は
模
倣
型
、
追
い
つ
き
劉
文
化
の
特
徴
を
も
っ
て
い
た
。

三
世
紀
に
向
け
て
の
我
国
は
追
い
つ
き
刑
L
近
代
化
時
代
を
終
了
し
、
望

型
、
先
叢
条
命
的
な
転
換
を
せ
ま
ら
れ
て
い
る
。
明
治
期
、
第
二
次
大
戦

終
了
時
の
改
革
は
強
力
な
外
圧
が
働
い
て
い
た
。
風
家
の
指
響
た
ち
は
外
圧

を
巧
み
に
利
用
し
、
国
民
を
国
家
の
統
一
と
団
結
翫
び
き
、
彼
ら
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
国
家
の
発
展
に
向
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
戦
後
四
0

年
、
二
0
世
紀
末
の
現
在
は
歴
史
的
に
ま
れ
に
み
る
長
い
平
和
の
時
代
、
将

的
繁
栄
と
安
定
の
中
で
、
国
民
は
器
讐
を
強
く
求
め
る
傾
向
を
示
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
一
雑
を
一
五
年
先
に
ひ
か
え
、
今
後

我
国
が
世
界
を
り
ー
ド
す
る
道
は
我
国
の
歴
史
ヒ
か
っ
て
な
か
っ
九
模
倣
型
か

ら
創
猫
へ
、
追
い
つ
き
型
か
ら
先
叢
へ
と
大
き
く
転
換
す
る
こ
と
で
あ

る
。
我
国
は
歴
史
的
に
風
家
主
諾
し
で
あ
り
、
国
民
は
国
家
目
的
に
盲
目
的
に

従
う
こ
と
を
強
い
ら
れ
た
時
代
も
あ
り
、
欧
米
の
よ
う
な
国
民
主
擶
L
で
は
決

し
て
な
か
っ
た
。
教
育
の
画
一
化
か
ら
自
由
化
へ
、
統
制
化
か
ら
解
放
化
へ
の

転
換
は
人
問
の
服
従
刑
か
ら
自
律
刑
弌
の
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
換
を
意
味
す

る
。
長
い
歴
史
の
ホ
で
培
わ
れ
た
文
化
と
し
て
の
模
倣
型
、
追
い
つ
き
型
を
全

く
逆
の
性
格
を
も
つ
創
猫
、
先
導
秘
変
え
る
こ
と
は
決
し
て
容
易
で
は
な

こ
の
日
本
人
の
需
の
変
革
を
求
め
る
教
育
繋
は
、
も
し
失
敗
す
れ

)
0
しぱ
、
或
い
は
系
に
五
0
年
の
長
い
年
月
を
必
要
と
す
る
な
ら
、
三
世
紀
の

我
国
は
現
在
の
世
界
的
地
位
を
他
凶
く
讓
り
、
斜
陽
化
の
一
途
を
た
ど
る
こ
と

が
危
愼
さ
れ
て
い
る
。

Ⅲ
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臨
教
審
に
よ
る
教
育
岐
苹
は
仙
"
N
電
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
か
か
げ
て
い

る
。
桐
性
、
由
発
性
の
瞭
市
は
我
国
の
仏
統
的
な
「
誓
る
L
 
塾
U
か
ら
「
門

え
る
」
教
育
へ
の
転
換
を
意
味
す
る
。
こ
の
よ
う
な
教
育
は
自
律
性
、
創
造
力

を
培
い
、
冑
立
心
を
も
っ
六
上
体
的
な
人
問
の
形
成
を
町
能
な
ら
し
め
よ
、
つ
。

三
世
紀
に
向
け
て
「
ひ
ろ
い
心
、
す
こ
や
か
な
体
、
ゆ
た
か
な
創
屶
」
を

も
っ
た
「
世
界
の
中
の
日
人
人
」
を
形
成
す
る
こ
と
こ
そ
「
教
育
ポ
來
の
U

的
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
注
f
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
臨
教
審
の
Π
ざ
す
教

育
が
能
力
主
義
的
で
あ
り
、
人
問
の
卓
越
性
(
n
秀
ゆ
=
@
暑
ゆ
)
を
電
悦
す
る
あ
ま

リ
エ
リ
ー
ト
^
^
円
に
^
り
、
^
診
に
し
て
駿
^
な
^
力
に
市
^
ま
^
な
い
f
^
九

ち
が
そ
の
存
在
を
軽
視
さ
れ
、
現
在
以
上
に
落
ち
こ
ぼ
れ
を
つ
く
る
こ
と
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
巾
鼎
印
は
一
兄
バ
ラ
色
に
映
る

が
、
「
個
性
N
重
L
 
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
粲
本
的
に
圈
民
一
人
人
の
人
権

を
大
切
に
し
、
了
供
の
叫
能
性
を
仁
ず
る
視
点
か
ら
の
斯
一
で
あ
る
か
を
も
う

一
度
瑩
に
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
明
治
期
の
調
諭
吉
の
.
於
「
一
身

が

独
立
し
て
一
国
独
、
.
す

圈
の
独
立
に
役
に
立
つ
限
り
の
一
身
の
独
立
を

孫
し
た
こ
と
を
懇
す
る
と
き
、
介
回
の
「
州
性
貯
玉
L
 
も
一
国
の
需
的

繁
栄
の
た
め
の
佃
件
翰
雫
あ
る
叫
能
集
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
で
あ
る
。

中
問
答
申
で
も
う
一
つ
気
に
か
か
る
点
は
、
「
仙
"
弊
靈
」
の
教
育
に
は
伝

統
的
な
画
一
的
誓
込
み
教
育
に
較
べ
て
数
倍
の
財
政
卜
X
出
を
会
と
す
る
と

考
え
ら
れ
る
が
、
財
政
而
で
の
保
障
に
つ
い
て
符
印
は
外
て
い
な
い
こ
と
で

あ
る
。
深
刻
な
財
政
危
機
の
巾
で
、
公
的
教
育
賓
を
削
減
し
、
民
周
活
力
の
利

用
、
受
益
者
負
扣
の
楡
皿
の
も
と
に
教
育
改
革
念
め
よ
う
と
す
る
の
か
。
ム
'

1

回
の
縢
教
密
の
教
育
吹
革
は
長
年
企
業
や
財
界
が
主
張
し
て
き
九
マ
ン
パ
ワ

ホ
リ
シ
ー
の
延
長
壁
に
位
竺
け
ら
れ
て
い
る
き
ら
い
が
あ
る
。
慎
埀

1
 
●

に
成
り
行
を
兄
守
っ
て
い
か
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

(
大
学
文
学
部
教
授
)

さ
て
、
そ
れ
で
は
今
後
木
禁
大
学
問
の
慮
由
競
争
に
打
ち
克
ち
、
三
但

紀
に
私
学
の
雄
と
し
て
兆
股
す
る
た
め
に
は
、
何
を
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

既
に
本
年
二
河
、
巾
・
長
期
教
学
検
討
黍
U
会
」
が
「
三
世
紀
に
向
け
て

の
儒
と
仙
性
あ
る
數
学
休
制
L
 
に
つ
い
て
、
貨
縛
由
し
六
。
符
由
は
新

〕
~
上
^
^
^
メ
と
^
^
、
^
^
^
^
、
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
」

打
ち
出
し
て
い
る
。
 
0
年
の
歳
河
と
.
四
四
憾
円
の
巨
賓
を
投
じ
た
田
辺
校

地
が
立
派
に
'
元
成
し
、
本
年
川
月
開
校
、
順
"
す
べ
り
出
し
を
し
て
い
る
。

発
学
長
は
歪
六
月
と
し
月
に
、
「
キ
リ
ス
ト
教
モ
義
教
育
に
関
す
る
検
討

に
つ
い
て
」
と
「
岡
際
交
流
に
関
す
る
検
討
に
つ
い
て
」
を
諮
問
し
、
名
委
n

会
に
検
討
を
要
訥
し
九
。
こ
れ
ら
の
禽
蛋
に
対
す
る
答
申
は
い
ず
れ
も
二

一
世
紀
の
本
学
を
畢
す
る
上
で
極
め
て
妥
な
意
味
を
も
つ
で
あ
ろ
う
。

慶
応
大
学
は
傑
関
係
及
び
人
閻
科
学
を
中
心
と
し
光
鬻
の
勒
瑞
想

を
も
っ
て
お
り
、
甲
稲
田
大
学
は
人
群
需
を
劉
六
趣
か
ら
開
学

る
。
立
命
館
大
1
は
怡
雑
子
萪
を
昭
和
六
二
年
度
か
ら
、
国
際
関
係
学
部
を

昭
和
六
二
年
度
か
ら
開
設
す
る
予
定
で
あ
る
。
関
.
聖
院
大
学
も
新
兇
に
ふ

さ
わ
し
い
学
部
、
学
科
枇
想
を
も
っ
て
い
る
と
聞
く
。
本
学
も
世
界
の
需
、

臨
教
審
や
他
大
学
の
動
き
を
見
す
え
な
が
ら
、
既
仔
鬻
の
冉
細
成
を
含
め

て
、
新
し
い
時
代
、
社
会
に
あ
っ
九
州
性
的
な
大
学
構
想
を
呉
休
化
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
期
に
来
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

Y


